














 

研究目的: 

本邦人にとり多胎児は生れ難いといわれ,わが国における「五つ子」が無事に出

産し,5 児とも哺育に成功したのは今回が始めてである。 

長期生存例として1934年Dionne姉妹,ポーランド,アメリカの例があるが,これ

らの「五つ子」例は医学,生物学,心理学の領域に多くの問題を提起してきた。

わが国での「五つ子」の記録はなく,「五つ子」の生活歴,とくに身体計測,離乳

食,睡眠のパタ-ン,排便回数などにつき記録し今後の多胎児出産時の一つの指

標となりうればとの考えより生活歴の記録を作製した。 


